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幼児期における音楽的感覚について〔Ⅰ〕
－音高の識別を車中鱒二二
宮　崎　敏　子
A　はじめに
幼児期における音楽的諸能力のうち，音楽活動にとって基本的かつ本質的なもののうち，
昨年は音の長楚（リズム）をとりあげたが，今回は音の高低に関してみてみる。音記憶，
青苗識別，和音分析について，一般幼児の音の高低に関する音楽的感覚を測定観察しよう
とするものである。一般には音高識別では，二回日の音が最初の音より上になったか，そ
れとも下になったか，または同じかを被験者に解答させるようであるが，幼児では上下の
概念が殆どなく日常生活でも使われていない実態なので，今回は大部分の幼児には同じか，
遣うかで求めた。（若干名は上下で答えた）。また音記憶でも，二回日の旋律と最初の旋律
とが同じか違うかを答えさせるにとどめた。和音分析では，いくっの音が聞えるか音の数
を求めたが，年少児では1つか1つでない，またはたくさんなどと答えさせるにとどめた。
B　方　　　法
幼児がどのくらい音の高さを識別することができるかを，音高識別，音記憶，和音分析，
和音識別の面から調べていく。音高識別と音記憶の問題は各項目とも対になった15問から
なっている。いずれの項目も同じ場合も異なる場合も，同じリズム，同じ長さ，同じ強さ
とし，幼児が問題をとり違えたり迷ったりすることを避けた。問題の順序は，年長児は音
高識別→和音分析→音記憶として，同じ傍向の2問を続けることによる問題のとり違えを
避けて中間に和音分析を入れた。年少児は音高識別→音記憶→和音分析として，同じ方法
の答え方を2問続けることによって，答え方に対する負担，混乱の生じるのを避けた。
間贋はピアノであらかじめテープに録音したものを使用した。また各項目で使用した音
域は，ほほ幼児の声域に近いものとしたが，声域外の音も若干加えた。
測定の対象は，本学付属幼稚園児全員で，年長児56名（男29名，女27名）は夏休み前7
月に，年少児59名（男30各　女29名）は夏休み後9月に，1対1で測定した。
C　結果と考察
1．青苗識別について
音楽感覚のうち比敬的早期に発達すると患われる能力の一つといわれるが，特別に訓練
されていない幼児が，どのくらい音の高さを識別できるかみてみる。
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問題
音高識別
t a　　　　　　　　3．　　　　　　　互　　　　　　．　5．
8　　　　　　　　7　　　　　　　a　　　　　　　9．　　　　　10・19－　－－8－
11　　　　　　　12．　　　　　　13． 14．　　　　　　　　15．
♯－♂L
和音分析
1　　　　　　　　　2　　　　　　　　　3．　　　　　　　　4　　　　　　　　　5．
a　　　　　　　　　　7　　　　　　　　　a a lO．
1L　　　　　　　　12．　　　　　　　13．　　　　　　　14．　　　　　　　15．
音記憶
n a
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この問題で使用した音高差は右の表のようであ
る。音高差（音程の大きさ）が識別の判断の難易に
影響を与えるかを見る。結果は右のようであった。
大きな音程は小さな音程よりも識別がやさしいこと
が認められる。半音程は全音程より難しく，全音程
はより大きな音程より難しい。しかし短6度は同音
で同問題を④⑨⑫とやってみたが，年長児は89％，
86％，80％となり，年少児も81％，68％，56％と正
反応率がだんだん下ってきている。このことから見
ても結果に表われたものは音だけの問題ではないと
考えられる。各項目の正反応率の平均は年長児79％，年少児70％である（表1－1）。
2．和音分析について
これは同時に発生する音を知り，それを分析できる能力である（表1－2，1－3）。この
能力は他の面よりも遅く発達し，難かしすぎる懸念があった。判別できるものが音あった
となると実施するに不適なものともいえない。重音の数を厳密に測定した正反応率は年長
児平均39％，年少児平均18％であるが（表1－2），単音か重音かを判別することは年長児
74％，年少児39％の正反応があった。（表1－3）
〔表1－1〕項目別正反応　注　※は5％水準で，※※は1％水準で有意のものを示す。
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音の数と正反応をみると
当然ながら音の数の少いほど識別はやさしくなっているが，ユニゾンは非常に難かしく，
轟音時の演奏法や再生装置の貧弱さの中では当然の結果であろう。また全体に協和音より
不協和音の方が正反応率が10％高い。
3・音記憶について
メロディに反応するためには知覚することができなければならないし，少くとも短時間
は音程の順序と音の長さを記憶しておくことができなくてはならない。その上メロディの
中の一つの音変化の識別するには，細かい音の記憶九　思い出させる力を要する。音記憶
の正反応率は年長児平均68％，年少児54％である。（表1－4）
〔蓑1－4〕
記憶しなければならない音の数とその正反応を見てみる。
音　符　の　数 ?8?Kﾘ?呵?zb?
年長児 僖顫ﾘ髓?
3　　　　　　　コ 田X??(??
4　　　　　　　コ 鼎(??9％ 
5　　　　　　　コ 塔x??3％ 
7　　　　　　　コ 都X??7一％ 
8　　　　　　　コ 田?2?9％ 
10　　　　　　　コ 田?2?4一％ 
音の数が多いと難かしくなっている。
変えられた音の位置匿よる誤りの率をみる。最終音は最も記憶しやすく，第1音は忘れ
やすいとされているが，最初の音（第1音）が最も誤りが少く，ついで最終音，多いのが
中間にある音となっている。
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全音階的変化での正反応率は年長児68％，年少児54％，半音階的変化では年長児56％，
年少児49％である。半音階より全音階の方が違いを判別しやすいことを示している0
また変化する音が最高音の場合は年長児65％，年少児49％，最低音になる場合は年長児
56％，58％で，高い音より低い音の方が判別しやすいことが認められる。また変化する音
が同一小節中で最も長い音価の場合は年長児81％，年少児56％，最も短い音の場合は年長
児48％，年少児47％の正反応がみられ，目立つ高さ，目立つ長さに変化した音があると記
憶されやすいことがわかる0
4．今回使用した音域は殆どが中央CからEであ
るが，声域内の音と声域外の音との正反応をみてみ
る。いずれも声域内の方の正反応率が高くなってい
る。無意識に問題を声に出して反復したり，反応し
たりする場合に無理がないことが影響すると思われ
る。
5．男女差について（表2）
音高識別では年長児では⑥⑧⑨に，年少児は⑦⑧⑲⑫⑬に有意差が認められる。和音分
析では年長児④に，識別では年少児⑬に，音記憶では年長児⑧，年少児③④⑤⑦⑧⑬⑯と
項目の半数に差が認められた。
〔表2〕
音高識別
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和音識別
注　蓑1に同じ
〔表3〕（年長児経験者31名無25名，年少児経論有11名無48名）
音高識別
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和音識別
注　表1に同じ
〔表4〕（満6才20名，6才未満36名，滞5才22名5才未満37名）
音高識別
12 ?&ﾆﾆﾈｹ????｣?? ?"? ?"? 唐?0 ?C?
18 ?b?4日6【6巨7 ?r?4 ?B?2 ?B?3 ?"?ﾂ15 
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和音識別
19 ??13 ?b?0 ?r?7 ?r?0 ??18 ?r?4 ?r?0 
31 ??16 ??13 ??31 ?r?6 ?B?6 ??27 ??27 
※※ ?? ?h???b?? 
（∋ ?伜?（釘 ??ﾒ?i重 ???⑦ ?偬ﾒ?ﾞ） ??㊥ ??⑩ ?ﾒ?O 
年 長 冓?19 ??7 ?"?9 ??18 ??10 ?b?8 ?"?7 ?r?3 
未 ?r?8 ?2?5 ??14 ?"?5 ?32?7 ?R?4 ?"?3 ??
差 ?b?? ? ?※ ? ? ? ?
年 少 ??13 ?B?1 湯?5 ?2?5 ??10 ?B? ?R?1 ?"?0 
宋 ??21 ?r?9 ??18 ?B?9 ??"?6 ??23 ??19 ?b?
差 ? ? ? ? ? ? ? ?
注　表1に同じ
6．経験（楽器を習っている）の有無について（表3）
音高識別では年長児⑮，年少児⑦⑧⑳⑬⑭に，和音分析は年長児②④⑤⑫⑮，年少児④
⑨⑲に，音記憶では年長児年少児ともに⑨⑮⑫に差が認められる。和音分析識別と経験の
有無についてみると，分析では二音で年長児経験有が51％無33％，年少児有36％無22％，
三音では年長児経験有38％無30％，年少児有11％無5％となっており，和音識別では二宮
で年長児経験有67％無77％，年少児有67％無37％，三音では年長児経験有82％無78％，年
少児有68％無34％となっている。
7．年令の差について（表1，）
和音に関する全項目に有意差が認められた。
D　ま　と　め
1）音の高低に関する渚能力では，単一音の音高識別が最も早く発達し，ついで音記憶
和音識別分析の順に発達するが，．年長児になると単音と重音とを識別する力が発達してく
ることがみられた。音に対して特別に意識を持たない一般幼児の4才児で63％5・6才児で
74％が半音樫の違いを判別することができる。
2）男女差について有意差は殆ど取められたいが，年少児の和音に関する項目の多くに
有意差が認められた。この問題は年少児の場合最後に行われるので（今回の全問測定所用
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時間約10分），音楽的能力の姪か転長い間じっとしていられない男児の特性が影響してい
るものと考えられる。
3）年令差については，比較的早く能力が発達するもの程差が少い。即ち音高識別では
殆ど差はなく，ついで音記憶と続くが，発達が遅い和音面には差が認められる。
4）使用した音域が声域内にある場合の方が声域外の音を使用した場合より正反応が多
い。幼児の声域内での識別は声域外の音のそれよりも容易であると患われる。
5）幼児の場合でも最終音と最初の音は記憶しやすい。
6）半音程の識別について，音高識別では年長児74％年少児63％の正反応をみるのに対
し，メロディになって音符の数が多くなった音記憶では年長児56％年少児49％と正反応率
は低くなっている。これによって音の識別は半音程でもできるが記憶能力がそこまで発達
していないとみることができよう。
7）音高識別では上がる下がるという言葉の概念のある幼児は，第二音が最初の音より
上になったか下になったかを正しく答えることができた。これにより言語の発達がこのよ
うな方法による音楽的能力発達の鄭定に大きな影響を及ぼしていることが認められる。
8）和音分析識別では，長くても1年間というわずかな経験ではあっても，楽器を習っ
ているものが習っていないものよりも，音に直接触れる梯会があることによる差を認める
ことができる。
今回は大まかに幼児の音の高さに関する能力をみてみたが，音の個々の高低について，
今まで楽音を意識していない何の訓練も受けていない一般幼児が半音程まで識別できると
いう結果をみて，日頃音について気にもとめていない周囲の大人達にりつ然としたものを
感ずる。この鋭敏な耳を持った幼児に大人はいかなる手をそえてやればよいかを，もう一
度考える必要があるのではないだろうか0
最後に短大付属幼稚園の皆様の御協力に感謝します。
参　考　文　献
アーノルド・ペソトリー箸，加藤昭二・加藤いつみ共訳；こどもの音楽能力をテストする。音楽
之友社（1969）
第25号1970 55
